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水洗化を促進する取り組みについて（意見） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
当運営委員会は、下水道事業における早期水洗化を図るため、意見書を提出

します。 
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（（（（    注注注注    ））））    
※※※※水水水水洗化洗化洗化洗化とはとはとはとは    
 公共下水道の供用区域内において、建築物等からの生活雑排水及び水洗トイレ排水を
公共下水道へ接続することを言う。（合併浄化槽、住宅団地の集中浄化槽等は含まない。）

 



１ はじめに 
下水道事業は、雨水対策事業と汚水対策事業を内容とし、雨水対策事業は、市民の生命財産
を浸水被害から防除することを目的に整備され、汚水対策事業は、汚水の排除による生活環境
の改善、公共用水域の水質保全を目的に整備を進めている。 
前者の事業は、利益を特定できないことから公費で賄われ、後者の事業は利益の特定ができ
ることから私費で負担されるものである。 
この汚水対策事業を、市民サービスの向上及び事業経営の健全化を目的とした企業経営的な
観点から効率的に展開するには、整備後、遅滞なく地域住民が汚水を下水道に接続することが
必要になる。 
このことから、四日市市下水道事業運営委員会は、平成 16年度の討議課題として、｢水洗化
の促進｣に焦点をあて討議し｢水洗化を促進する取り組みについて｣とりまとめ、意見書を提出
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２ 水洗化促進の取り組みと課題 

（１）現在の取り組みについて 
公共下水道は、市の海岸部から内陸部に向けて計画的に面整備を進めているが、事業目的を
達成させるためには、供用区域内家屋の接続の有無が事業の有用性を左右することになる。 
このため、｢水洗化の促進｣を下水道事業における重要な課題として位置付け、様々な施策を
講じている。 

 
○下水道工事前 
１．工事予定地図の縦覧 
新築、改築計画などの参考になるよう、3年以内の工事予定区域地図を下水管理課の窓口に
て縦覧している。 
２．工事説明会 
 下水道工事毎に説明会を開催し、工事概要、受益者負担金、下水道への接続及び使用料金等
について、管渠設置沿線の住民に説明している。 

 
○下水道工事後 
１．下水道工事完成のお知らせ 
｢工事完成のお知らせ｣のチラシを管渠設置沿線の各戸に配布し、下水道への接続が可能にな
ったことを告知している。 
２．下水道供用開始地図の縦覧      
年に２回（６月、１２月）供用開始地図を作成し、最新の情報を下水管理課の窓口にて縦覧
している。 
 
○水洗化支援 
１．融資あっせん利子助成        
水洗化工事資金に対し融資あっせんを行なうとともに、その利子分を市が負担する制度で、 
｢未水洗化家屋アンケート調査｣による未水洗化の原因として資金不足が多くを占めている
ことから、平成１３年度に借り入れの上限額や対象者の範囲を拡大している。 
２．私道への公共下水道整備 
申請によって私道に公共下水道を設置する制度で、水洗化することが条件になっているため、
整備効率の高い事業である。設置工事は年間４０件程度あり、申請受付後２年ほどで実施し
ている。 
３．私道への共同排水管設置補助（Ｈ１６～） 
｢私道への公共下水道整備｣の申請条件を満たせない場合の救済措置として設けた制度で、私
道に隣接する関係者が共同で排水管を設置する際に、補助金を交付する制度。これによって、
私道奥地の家屋が未水洗化家屋として虫食い状態で残るのを減少させることができる。 
４．他事業による水洗化諸制度の紹介 
高齢者、要介護者、低所得者及び事業者を対象に、水洗化に関する諸制度を紹介するもので、
アンケート調査の際に該当する回答者に渡している。 



○啓発、ＰＲ 
１．下水道ＰＲ版の各戸配布 
 新築、改築及び水洗化工事の資金準備等の参考になるよう、2年以内の工事予定地図及び下
水道に関する諸情報をＰＲ版にして、各戸配布している。 
２．未水洗化家屋アンケート調査     
未水洗化家屋を訪問して、水洗化できない理由を調査するとともに、水洗化を依頼するもの
で、このデータを参考に水洗化しやすい環境づくりや啓発方法を検討している。 
３．下水道工事カ所の縦覧        
排水設備工事業者が下水道工事期間の早い時期から営業活動ができるように、工事説明会の
案内文書と管渠設置箇所の地図を下水管理課の窓口にて縦覧している。 
４．｢下水道の日｣催事 
排水設備工事業者と便器メーカーの協力による水洗化工事の無料相談会や啓発物品を配布
している。 
５．下水道事業啓発ポスターコンクール（Ｈ１５～） 
昨年度からはじめた啓発事業で、小学校４年生から６年生を対象に下水道に関するポスター
を募集しており、優秀作品１０点を｢下水道の日の催事｣の会場で１週間展示している。 
６．メディアによる広報活動 
水洗化の啓発活動の一つとして、ＦＭよっかいち、ＣＴＹによって、様々な制度の紹介や催
事の案内を行なっている。 また、インターネットによる下水道部ホームページでも、下水道
の整備予定、助成制度並びに下水道に関する最新情報等を発信している。 

 
（２）課題について 
下水道への接続件数は年々漸増しており、これは｢現在の取り組み｣の効果が徐々に現れだし
たものと思われるが、依然として供用区域内での未接続家屋が約２０％を占めていることは、
下水道事業が地域住民に充分認知されていないことにあると思われる。〔資料 ｢水洗化の促進
について｣参照〕 
その主な要因として、｢未水洗化家屋アンケート調査｣の結果によると、浄化槽設置者が下水
道の必要性を感じていないことが挙げられる。これは、｢浄化槽を設置して環境に対する責任
は果たしているので、下水道への切替はもったいない｣と言う考え方によるものである。 
水洗化件数のうち約４５％は浄化槽からの切替によるものとの調査結果が出ているが、これ
は、浄化槽の更新時期（設置後１０～１５年）における切り替えによるものが大部分を占めて
いる。 また、水洗化意欲の低い地域を整備すると、工事完成後に啓発活動を行っても突然の
出費に対する反感や無関心等から、水洗化に向けて意識の一致が見られないこともある。 
このようなことから、浄化槽を設置して 10年未満や水洗化への関心が低い地域では、前述
の取り組みを実施しても、努力の割に効果が低いものである。 
下水道は都市施設であり、目的を達成させるためには遍く整備する必要があり、市の事業計
画により実施しているが、市民の意見を聞く場がないように思われる。 
効率的な下水道事業を進めるためには、現在取り組んでいる啓発活動はもとより、地域住民
の水洗化に対する意向を反映した整備計画を行い、整備区域に優先順位をつけることが、環境
改善及び企業経営的な観点からも重要と思われる。 
これを実施しない限り、他の啓発活動のみでは｢水洗化の促進｣に限界があるのではないか。 



３ 意  見 
当運営委員会は、事務局からの資料に基づき｢水洗化の促進｣について、現在の取り組みと課
題について説明を受けるとともに、各委員から意見を聴取したところ、高齢者、補助金、借家、
環境問題及び整備指標の数値化などがキーワードになった。 
今後の｢水洗化の促進｣をより効率的に進めるよう以下のように提言する。 
 
（１）高齢者が水洗化しやすい環境づくりについて 
高齢者にとって、水洗化に対する課題の主な要因は、改造工事費に対する資金不足にある。
現在実施している｢融資あっせん利子助成制度｣を利用できる年齢条件は２０歳～７０歳以下
となっており、７０歳を超える高齢者の中には資金の用意が難しいため、供用区域でありなが
ら不衛生な生活を改善することができない方々も多くいる。 
このような、生活弱者に対する水洗化資金を軽減するため、金融機関や他部署との連携を図
り返済の世襲制等も含めた制度の改善や創設が必要である。 
また、公的年金担保融資制度等の水洗化工事に関する諸制度を上記制度と併せて紹介するこ
とや水洗化義務期間の３年が経過した者にも融資制度を設けるなど、資金融資の間口を拡げ、
水洗化しやすい環境をつくることも必要である。 

 
（２）借家等の水洗化促進について 
｢未水洗化家屋アンケート調査｣の結果で、〔借家の家主が施工しない〕との入居者による回
答が毎年高い数値にある。賃貸共同住宅の場合、殆どが浄化槽であり所有者の水洗化に対する
意識が低く、その理由として、工事費用、家賃への影響、入居者の協力などが問題になってい
る。 共同住宅は、入居戸数が多く環境改善、下水道料金収入にも大きく関わってくることか
ら、水洗化の阻害要因を早期に排除することが求められる。 
上記の問題の中で市として関わることができるものは、工事費用に関することであり、全国
的にも設置例のみられる｢共同住宅向けの融資制度｣を創設する必要がある。 

 
（３）下水道の効率的な整備手法について 
自治会等を単位として｢水洗化への意向｣を集約し地域住民の意向を把握するとともに、地理
的特性や昨年度の運営委員会にて提言した地域特性などを分析し、地域の整備指標が客観的に
数値化できれば、事業の有用性に基づく面整備の優先順位を付加することができ、地域住民の
意向を反映した効率的な整備が可能になり、現行の施策と相まって水洗化をより一層促進する
ことができる。 
また、｢私道への公共下水道整備｣は水洗化の促進に大きく寄与できることから、申請後１年
程度で実施できるよう積極的に取り組むべきである。 
更に、集中浄化槽によって汚水処理を行なっている団地に対して、下水道への接続を推進し
ていくことは、短期間の事業で一度に多くの接続戸数が確保できることから、非常に効率性が
高く、今後も計画的な推進が望まれる。 

 
以  上 
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水洗化の促進について         
 
○下水道への接続状況（（増加率表）） 

年度 処理可能 
人  口 

年 度 
増加率 

水洗化 
人 口 

年度水洗
化人口 

未水洗化
人 口 

水洗化率
（人口）

1年後水洗
化率 

1年後 
増加率

12 154,108 7.9% 116,583 8,954 37,525 75.7％ 81.6% 5.9% 
13 160,566 4.2% 125,908 9,325 34,658 78.4％ 81.7% 3.3% 
14 166,271 3.6% 131,751 5,843 34,520 79.2％ 82.1% 2.9% 
15 178,922 7.6% 143,792 12,041 35,130 80.4％ 85.8% 5.4% 

 

年度 処理可 
戸  数 

年 度 
増加率 

水洗化 
戸  数 

年度水洗
化戸数 

未水洗化
戸 数 

水洗化率 
（戸数） 

1年後水
洗化率 

1年後 
増加率

12 ①59,067 8.3％ 44,989 3,262 14,078 76.2％ 82.5% 6.3% 
13 ②62,206 A 5.3％ 48,984 3,995 ③13,222  B 78.7％ C82.9% D 4.2%
14 ⑤65,171 4.8％ 51,827 2,843 ④13,344 79.5％ 83.3% 3.8% 
15 70,261 7.8％ 56,578 4,751 13,683 80.5％ 86.8% 6.3% 
・この表は、商店、事務所、工場等の事業場は含みません。 
・水洗化率（戸数）は、水洗化工事件数(戸数)を表わした率です。 
・水洗化率（人口）は、水洗戸数を各町内の１戸当り平均人数に換算した率です。 
・・・・上記数値上記数値上記数値上記数値はははは、、、、各年度末各年度末各年度末各年度末（（（（３３３３月月月月にににに下水道工事下水道工事下水道工事下水道工事がががが完成完成完成完成したしたしたした直後直後直後直後のののの区域区域区域区域をををを含含含含んだんだんだんだ））））のののの数値数値数値数値でありでありでありであり、、、、水洗化水洗化水洗化水洗化
工事工事工事工事はこれはこれはこれはこれ以降以降以降以降（（（（４４４４月以降月以降月以降月以降））））になってからになってからになってからになってから発生発生発生発生しますしますしますします。。。。    
・・・・１５１５１５１５年度年度年度年度のようにのようにのようにのように水洗化人口水洗化人口水洗化人口水洗化人口がががが増加増加増加増加してもしてもしてもしても、、、、処理可能区域処理可能区域処理可能区域処理可能区域がががが継続継続継続継続してしてしてして拡大拡大拡大拡大するとするとするとすると、、、、水洗化率水洗化率水洗化率水洗化率はははは上昇上昇上昇上昇
しにくくなしにくくなしにくくなしにくくなりますりますりますります。。。。    

 
 
○現在の取り組み（下水道工事の前後に分けて表示） 
・下水道工事前 
１．工事予定地図の縦覧 
２．下水道ＰＲ版の各戸配布 
３．工事説明会 
・下水道工事後 
 １．下水道工事完成のお知らせ      
 ２．下水道供用開始地図の縦覧      
３．下水道工事カ所の縦覧        
４．未水洗化家屋アンケート調査     
５．融資あっせん利子助成        
６．｢下水道の日｣催事 
７．下水道事業啓発ポスターコンクール（Ｈ１５～） 
８．私道への公共下水道整備 
９．私道への共同排水管設置補助（Ｈ１６～） 
10．ＦＭよっかいち、ＣＴＹによる広報活動 
11．他事業による水洗化諸制度の紹介 



４．未水洗化家屋アンケート調査結果 
シルバー   職員によるローラー作戦       計 

平成１３年度    ９８７件      ８３１件      １，８１８件 
平成１４年度  ７，０３０件      ２１１件      ７，２４１件 
平成１５年度  １，９８３件      ７２２件      ２，７０５件 
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16その他の内訳 
 ・浄化槽設置者で環境負荷を感じていない。 ・分譲マンションで全員の同意が得られない。 
 ・下水道使用料が必要になる。 ・空 家  ・私道の奥地等。 
考 察 
 未水洗化理由で最多の７【資金不足】については、融資あっせん利子助成の上限額や対象範囲
を拡大しましたが、｢既に浄化槽を設置しており、下水道への接続に資金が回らない｣との回答も
多くあり、９【浄化槽を設置したばかりでもったいない】及び１６【その他 浄化槽設置者で環
境負荷を感じていない】など、浄化槽設置者が下水道の必要性を感じていないことが未水洗化の
主な要因であると考えられます。 

番号  

1 借家であり家主が施工しない 

2 借地であり地主の承諾が得られない 

3 他人の土地を通らないと下水に接続できない 

4 工事業者に依頼したが着手しない 

5 工事をしたいが業者に知り合いがいない 

6 改造する費用がわからない 

7 改造資金が足らない 

8 家屋が老朽化しているので改造が困難である 

9 浄化槽を設置したばかりでもったいない 

10 老齢のため、いまさら工事をしたくない 

11 都市計画があるため工事が無駄になる 

12 家屋の改築計画がある 

13 引越しの予定がある 

14 地形的な理由で下水に接続できない 

15 家相や年回りが悪い 

16 その他 

H12 H13 H14 Ｈ１５ 

18.9% 10.2% 7.1% 13.5% 
1.9% 0.3% 1.4% 0.4% 
1.2% 1.0% 2.6% 1.5% 
1.0% 1.0% 2.4% 0.7% 
0.2% 0.7% 0.5% 0.7% 
2.1% 1.4% 3.6% 3.7% 

26.1% 34.0% 21.1% 15.6% 
4.1% 6.2% 4.8% 5.6% 
6.6% 8.1% 5.5% 3.0% 
9.2% 2.4% 1.7% 3.0% 
0.4% 2.0% 0.1% 0.2% 
6.3% 5.3% 2.6% 4.3% 
1.8% 2.7% 1.1% 0.4% 
1.1% 0.7% 0.5% 0.7% 
0.3% 0.3% 0.4% 0.2% 

18.6% 23.5% 44.6% 46.6% 



 
○下水道への接続状況（（増加率表）） 
年度 処理可能 

人  口 
年 度 
増加率 

水洗化 
人 口 

年度水洗
化人口 

未水洗化 
人 口 

水洗化率 
（人口） 

1年後水
洗化率 

1年後 
増加率 

12 154,108 7.9% 116,583 8,954 37,525 75.7％ 81.7% 6.0%
13 160,566 4.2% 125,908 9,325 34,658 78.4％ 82.1% 3.7%
14 166,271 3.6% 131,751 5,843 34,520 79.2％ 86.5% 7.3%
15 178,922 7.6% 143,792 12,041 35,130 80.4％ 

 

年度 処理可 
戸  数 

年 度 
増加率 

水洗化 
戸  数 

年度水洗
化戸数 

未水洗化
戸 数 

水洗化率 
（戸数） 

1年後水洗
化率 

1年後 
増加率 

12 ①59,067 8.3％ 44,989 3,262 14,078 76.2％ 82.9% 6.7%
13 ②62,206 Ⓐ5.3％ ③48,984 3,995 13,222  Ⓑ78.7％ Ⓒ 83.3% Ⓓ4.6%
14 ⑤65,171 4.8％ ④51,827 2,843 13,344 79.5％ 86.8% 7.3%
15 70,261 7.8％ 56,578 4,751 13,683 80.5％ 
・この表は、商店、事務所、工場等の事業場は含みません。 
・水洗化率（戸数）は、水洗化工事件数(戸数)を表わした率です。 
・水洗化率（人口）は、水洗戸数を各町内の１戸当り平均人数に換算した率です。 
・・・・上記数値上記数値上記数値上記数値はははは、、、、各年度末各年度末各年度末各年度末（（（（３３３３月月月月にににに下水道工事下水道工事下水道工事下水道工事がががが完成完成完成完成したしたしたした直後直後直後直後のののの区域区域区域区域をををを含含含含んだんだんだんだ））））のののの数値数値数値数値でありでありでありであり、、、、水水水水
洗化工事洗化工事洗化工事洗化工事はこれはこれはこれはこれ以降以降以降以降（（（（４４４４月以降月以降月以降月以降））））になってからになってからになってからになってから発生発生発生発生しますしますしますします。。。。    

 
処理可能戸数と水洗化戸数との関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○表とグラフの関係 
①・・・１２年度末 処理可能戸数 
②・・・１３年度末 処理可能戸数 
③・・・１３年度末 水洗化戸数 
④・・・１４年度末 水洗化戸数 
⑤・・・１４年度末 処理可能戸数 
Ⓐ・・・１３年度 処理可能戸数の増加率＝②／① ５．３％（下水道工事完成による増） 
Ⓑ・・・１３年度末の水洗化率＝③／② ７８．７％ 
Ⓒ・・・１３年度末 処理可能戸数の１年後水洗化率＝④／② ８３．３％ 
Ⓓ・・・水洗化率の１年後増加率＝Ⓒ－Ⓑ ４．６％ 

水洗化戸数グラフ 

処理可能戸数グラフ 

②

⑤

供用後１年

③

①

55,000 

60,000 

65,000 

70,000 

H12末 H13末 H14末 H15末

50,000 

戸 数 

④

下水道 
工事期間 

完
成

新たに 
処理が可能

新たに 
処理が可能



水洗化工事水洗化工事水洗化工事水洗化工事にににに関関関関するするするする諸制度諸制度諸制度諸制度についてについてについてについて（（（（ごごごご案内案内案内案内））））    
 
○○○○水洗便所改造資金融資水洗便所改造資金融資水洗便所改造資金融資水洗便所改造資金融資あっせんあっせんあっせんあっせん利子助成制度利子助成制度利子助成制度利子助成制度（（（（市下水管理課市下水管理課市下水管理課市下水管理課☎☎☎☎５４５４５４５４－－－－８２２１８２２１８２２１８２２１））））    
宅内の排水設備工事の融資を金融機関に斡旋するとともに、その利子相当額を助成します。 
・融 資 機 関 
 三重銀行（市内各支店） 
・対 象 者（新築、増築、事業用、アパート等は利用できません） 
 公共下水道供用区域内の建物所有者又は３親等以内の親族（市内在住） 
供用開始後３年以内、２０才以上７０才以下（その他条件あり） 

・融資あっせん額 
１００万円以内（１万円単位）  ６０ヶ月（５年間）返済 

・利 子 助 成 
利子相当額を全額助成  年２回（８月、２月） 
 

○○○○そのそのそのその他他他他のののの融資融資融資融資、、、、補助制度補助制度補助制度補助制度（（（（諸条件諸条件諸条件諸条件がががが有有有有りますのでりますのでりますのでりますので、、、、下記窓口下記窓口下記窓口下記窓口までおまでおまでおまでお問問問問いいいい合合合合わせくださいわせくださいわせくださいわせください）））） 

□□□□公的年金担保融資公的年金担保融資公的年金担保融資公的年金担保融資（（（（おおおお問問問問いいいい合合合合わせはわせはわせはわせは、、、、年金口座年金口座年金口座年金口座があるがあるがあるがある金融機関金融機関金融機関金融機関（（（（支払支店支払支店支払支店支払支店））））のののの窓口窓口窓口窓口へへへへ））））    
厚生年金保険、船員保険又は国民年金の年金を受けている方が、生業、住居、医療などに必要な資金
を借りられます。（排水設備工事も含まれます） 
・融 資 機 関 
 社会福祉・医療事業団 
・対 象 者 
現在、公的年金の支払を受けている方（その他条件あり） 

・融 資 額（融資は、返済方法によって異なります。（年金を半額返済、全額返済）） 
半額返済 
年間の年金支給額の範囲内（１０万円～２５０万円）で、融資を受けられます。 
申込時の年金定期支払一回当たり額の半額を、返済に充てていただきます。 

全額返済 
年間の年金支給額の１．５倍以内（１０万円～２５０万円）で、融資を受けられます。 
年金の全額を返済に充てるため、返済が終了するまで、年金を受け取れません。 

・利  率 
金融情勢によって変更しますので、上記窓口に確認してください。 

（平成１４年７月９日現在の利率は、年１．０％です） 
    
□□□□四日市市居宅介護住宅改修等四日市市居宅介護住宅改修等四日市市居宅介護住宅改修等四日市市居宅介護住宅改修等・・・・福祉用具購入費等支給事業福祉用具購入費等支給事業福祉用具購入費等支給事業福祉用具購入費等支給事業（（（（おおおお問問問問いいいい合合合合わせはわせはわせはわせは市介護市介護市介護市介護・・・・高齢福祉課高齢福祉課高齢福祉課高齢福祉課へへへへ））））    

（ケアマネージャーにご相談ください） ☎☎☎☎５４５４５４５４－－－－８１８１８１８１７０７０７０７０    
介護保険制度、９割相当額が支給されます。 
 対象者  要介護又は要支援の認定を受けている方（限度額２０万円） 
 支給対象 洋式便器等への便器取替え費用 
 
□□□□四日市市住宅高齢者住宅改造事業四日市市住宅高齢者住宅改造事業四日市市住宅高齢者住宅改造事業四日市市住宅高齢者住宅改造事業                （（（（おおおお問問問問いいいい合合合合わせはわせはわせはわせは、、、、市介護市介護市介護市介護・・・・高齢福祉課高齢福祉課高齢福祉課高齢福祉課へへへへ））））    
介護保険制度優先、補助限度額あり     （ケアマネージャーにご相談ください） 
 対象者  在宅の要介護高齢者又はその高齢者と同居する者（所得税非課税世帯） 
 対象工事 台所、洗面所、浴室、便所等 
 
□□□□三重県社会福祉協議会三重県社会福祉協議会三重県社会福祉協議会三重県社会福祉協議会のののの福祉資金貸福祉資金貸福祉資金貸福祉資金貸しししし付付付付けけけけ（（（（おおおお問問問問いいいい合合合合わせはわせはわせはわせは、、、、市社会福祉協議会市社会福祉協議会市社会福祉協議会市社会福祉協議会へへへへ））））    
限度額３０万円以内               ☎☎☎☎５４５４５４５４－－－－８２６５８２６５８２６５８２６５ 

 
    



    
○○○○事業事業事業事業をををを行行行行なっているなっているなっているなっている方方方方へへへへ（（（（諸条件諸条件諸条件諸条件がありますのでがありますのでがありますのでがありますので、、、、おおおお問問問問いいいい合合合合わせはわせはわせはわせは市商工課市商工課市商工課市商工課へへへへ））））    
                                                                                                                            ☎☎☎☎５４５４５４５４－－－－８１７６８１７６８１７６８１７６    

 
下記の制度は、市内で１年以上引き続き同一事業を営んでいる、法人又は個人に融資する制度で、事
業所の改装工事が該当します。（この改装工事に伴い、排水設備工事を行なう場合に対象になります） 
 
□三重県小規模事業資金 
・対象者 
常時雇用者が２０人（商業、サービス業は５人）以下で、市内に主たる事業所のある法人又は個人。 
・融資額 
 （利率 年１．６％（平成１４年４月１日現在）、保証料 年０．７％（市で９割補給します）） 
１０００万円（５年返済（内据置１年含む）） 
１１００万円（７年返済（内据置１年含む）） 
 
□四日市市中小企業振興基金 
・対象者 
常時雇用者が５０人（商業、サービス業は３０人）以下で、直近決算の年商が５億以下の法人又は個
人。 
・融資額  
（利率 年１．４％（平成１４年４月１日現在）、保証料 年０．７％） 
１０００万円（５年返済（内据置１年含む）） 
２０００万円（７年返済（内据置１年含む）） 

 


